
平成３０年度　「親の力」を学びあう学習プログラム

１　日　時　　　　平成３０年１１月７日（水）９：５５～１1：４５
２　場　所　　　　県立安芸高校家庭科室
３　対象・人数　　安芸学校　家庭科３年生　男子1名　女子１４名　計１５名
４　教　材　　　　１「おぎゃーってスゴイ！」
５　準備物　　　　名札　マジック　ワークシート　サインペン、卵（1人1個）付箋紙　
かご（グループ数）　柔らかい布かティッシュペーパー　模造紙　　
                  
	時　間
	進　　　行
	準備・留意点

	
９：５５


１０：０５

	
○グループごとに着席
○開会（担当教員）
　学習の説明等
○自己紹介、ルールなど
○リーダーを決める。（じゃんけん、自薦、他薦）

	・写真展示　・かごと卵　・ワークシート
・話がしやすいように近い席に座らせる
・学習風景を写真に撮ることの了承を得る

・三つの約束　　
　　　　

	１０：１５


（１５分）


１０：３０
（１５分）

１０：４５
１０：５５
（１５分）


１１：１０
（15分）


１１：２５
（１０分）
１１：３５
１１：４０
（　５分）
	Ｐ１タイトル、ねらいを読む
Ｐ２やってみましょう
１．卵を各自両手で温める。（1分）
→名前を考える
２．卵に顔と名前を書く
　　→グループ内交流
　３．子どもを保育園・幼稚園に預ける。
　　　手放す時の気持ちをグループで話し合う

（休　憩　１０分）
４．５．順番に卵をかごから取り出す
　　　　→グループで回してかごに戻す。
６．全員回ったら感想をワークシートに記入
　　→グループ交流
７．卵を元（パック）に戻す→感想を聞く
８．親になったとき、子どもにしてあげたいことを付箋に書き出す
　→グル－プで話し合いながらまとめる
９．グループ発表

１０．学習の振り返り記入
◎　担当教員から連絡事項・終了
	

・壊れたら替えはないことを伝える

・ここから卵は子供
・子どもの性別と名前・理由など
・自分の幼いころを思い出してみる
・親の気持ちは？

・他のグループを見学
・取り出しと戻すところは本人が行う
・2グループ一緒に
・どんな気持ち？

[bookmark: _GoBack]・グループ各1名くらいに聞いてみる

・模造紙
・発表者を決める



